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　夢の中で体験される感覚モダリティは視覚、聴
覚、運動感覚が一般的であるが、味覚、嗅覚、内
臓感覚、皮膚感覚も頻度は低いながらも経験され
ることを我々は調査研究により明らかにしてきた

（岡田, 2000、Okada, Matsuoka, & Hatakeyama, 
2005）。しかし、痛みに関しては、近年まで報告
されてこなかった。たとえば、夢について現象的
な観点から精緻に検討したCalkins（1889）は痛
覚体験は報告していない。また、Freud（1900）は、
痛みを含む身体的な刺激はそのまま夢に取り込ま
れるのではなく、特定の夢のイメージを引き起こ
す役割を担っているに過ぎないと述べ、夢に痛み
が現れる可能性を否定している。さらに、REM
期覚醒法を用いた実証的な研究が現れて以降も、
夢で痛みが体験されるという報告は皆無に等しい

（例えばMcCarley & Hobson, 1979）状態が続いて
いた。このため、近年に至るまで、夢の中では痛
みは体験されないので、痛みの有無を確認するこ
とで夢を見ているのか目覚めているのかを確認す
ることができるとさえ言われてきたのであった。

夢の中で痛みが感じられない理由としては、三つ
の説が提唱されてきた。一つは、夢見の中で表現
可能な感覚モダリティには限界があることが反映
されているという説である。痛みの記憶、もしく
はイメージは夢というモードでは表象ができる限
界を超えているという考え方と、痛みのイメージ
を表象することに寄与する感覚システムは夢見の
間 に は 機 能 し な い と い う 二 つ の 見 方 が あ る

（Nielsen, McGregor, Zadra, Ilnicky & Oullet、
1993）。二つ目の仮説は、Symons（1993）の警
戒仮説である。彼は哺乳類の睡眠には目を閉じて
動かない特徴があるので、視覚と運動感覚は睡眠
中に外的な環境もしくは睡眠者と外的環境の関連
性についての正確な情報を用意する必要はないと
推論した。その結果として、これらの感覚モダリ
ティについては睡眠者の前頭葉にある「警戒シス
テム」によるモニターの必要がなくなり、視覚と
運動感覚からなる幻覚的な体験がこのシステムに
支配されずに睡眠中に生起すると考えた。一方で、
それ以外の感覚モダリティに関しては、睡眠者に
絶えず外的環境や外的環境と睡眠者の関連性に関
する情報を流し続ける必要があるために、警戒シ
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ることを求め、その中で痛みに関する記述がある
かどうかを調べた。その結果、過去に少なくとも
1回は夢の中で痛みを体験した人は185人中91人

（49.2％）になることを見出した。この比率には
性差は認められなかった。痛みの内容は、刺され
る・ 斬 ら れ る（20.9 ％）、 撃 た れ る（17.6 ％）、
事故で怪我をする（11.0％）、素手で攻撃される

（8.8％）、動物に噛まれる（5.5％）明らかな理由
はない（4.4％）、特定できない（31.9％）であった。
体の部位に関しては腹部、脚、頭部、背中などが
多かったという。これらの部位の比率は脳の中で
の面積とは対応せず、体性感覚野がランダムに活
性化した結果、痛みが生起したと考えることはで
きないと主張している。夢日記に関しては3045
の報告中16.5（2名の判断者の平均）となった。
これらの研究が示すように夢の中では痛みは感じ
られないという見解は、すでに過去の話となって
いる。夢の中でも痛みは感じられるのである。
　夢の中で感じられる痛みの内容には性質の違う
ものが混在している点が指摘されている。Knoth 
and Schredl（2011）は457人の大学生を対象に
夢日記を記録する課題を14日間にわたって求め、
その記述中に含まれる痛みを伴った夢について検
討した。彼らは痛みを伴う夢を、足に痛みを感じ
るといったような身体的な痛みを伴う夢、愛した
人を失った時のような精神的な痛みを伴う夢、嘔
吐したときのような痛みの前兆を示す夢の3種に
分けられると報告した。集められた1612の夢の
うち、身体的痛みを伴うものは18（1.12%）、精
神的痛みを伴うものが11（0.68%）、痛みの前兆
が現れた夢が9（0.56%）であった。身体的な痛
みを伴う夢と精神的な痛みを伴う夢に関連する可
能性のある要因として、性別、年齢、夢想起頻度、
夢を表現した語数、身体症状の尺度（SCL-90R）、
神経症傾向（NEO-PI-R）、夢の中での肯定的感情
と否定的感情の強さを取り上げ、それぞれを体験
した人とそうでない人の間で比較した。その結果、
有意となった要因は両方の夢で夢の中の否定的感
情の強さと精神的な痛みに関しては夢想起頻度の
みであり、これらの夢の中での痛みの経験のメカ
ニズムを十分に説明できるような結果を得るには
至ってない。

ステムによってモニターされるため、幻覚的な夢
の体験には表れないと主張したのであった。最後
に、夢見の連続性仮説（Continuity hypothesis of 
dreaming: Schredl, 2003）がある。この仮説に
よれば覚醒時も夢を体験している時にも同じ認
知・感情メカニズムが駆動されているので特に
区別はしない。夢で痛みが報告されない原因は、
単に日常生活で痛みを感じる頻度が低いことを
反映しているに過ぎないからだと考える。先の
二つの仮説とは異なり、この仮説によれば夢の
中での痛みは全くないわけではなく頻度が低い
ことが、日常生活で痛みを多く感じている場合
には夢に痛みが現れることが予測される。この
ように、我々が研究を始めた1992年の時点では
夢の中で痛みがあることを示す研究がほとんど
なかったことから、これまで行った調査では痛
みに関しては皮膚感覚に含めており独立した対
象としてこなかった。
　しかし、実際に睡眠中に痛み刺激を与えること
で夢にその痛みが取り込まれることを示す研究が
現れたことで、それまでの常識が覆されるように
なってきた。Nielsen,et al.（1993）は、実験参
加者の片膝に血圧測定用のカフによって圧力をか
け、REM睡眠中にそれほど強くはない痛みを引
き起こした結果、42のうち13（31％）の夢に痛
みが取り込まれることを初めて見出した。より自
然な状況でもこの結果は確認された。Raymond, 
Nielsen, Lavigne, and Choiniëre（2002）は重い
火傷を負って入院している患者の夢を調べ、痛み
を伴うものが63のうち19（30%）あったこと、
これらの夢を報告する人たちの睡眠の質は低く、
悪夢が多く、抗不安薬の投与を多く受けているこ
とを報告し、夢の中で痛みを感じることが火傷の
患者にストレスを与え、睡眠の質を低くし痛みを
強めてしまう悪循環を生じさせている可能性があ
ることも示唆している。Zadra, Nielsen, Germain, 
Lavigne, and Donderi（1998）は健康な一般の人
185人（年齢平均34.6歳、SD11.8）を対象にし
て夢に関する質問（あなたはこれまで夢の中で身
体的な痛みの感覚を経験したことがありますか。
もしあったらそれについて書いてください。）を
行い、さらに2週間から3週間の間夢日記をつけ
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（46.2％）あった。その報告をもとに夢の中で痛
みを感じた体験の頻度を問う項目を作成した。同
時に自由記述の中から痛みを感じるような状況で
あったにもかかわらず、痛みを感じることがな
かったというような内容が見られたことから、痛
みを感じた頻度だけでなく痛みを感じるはずなの
に感じなかった体験の頻度も問う項目もあわせて
作成した。項目は夢で痛みを感じた体験と痛みを
感じるはずなのに感じなかった体験からなる。前
者は、「夢の中で痛いと感じていたところが、目
覚めたとき実際に痛かった」、「夢の中で撃たれ、
痛みを感じたことがある」、「夢の中で刺され、痛
みを感じた」、「夢の中で噛まれて痛かった」「夢
の中で何かに挟まれて痛かった」、「夢の中で切ら
れ、痛かった」、「夢の中でぶたれたり、ひっぱた
かれたりして痛かった」、の7項目。後者は「夢
の中で撃たれたことはあるが痛みは感じなかっ
た」、「夢の中で切られたが痛くなかった」、「夢の
中で噛まれたが痛くなかった」、「夢の中で刺され
たことはあるが、痛くなかった」、「夢の中でぶた
れたり、ひっぱたかれたりしたが、痛くなかった」、

「夢の中で何かに挟まったが痛くなかった」の6
項目であった。これらを「いつもある」を5、「時々
ある」を4、「たまにある」を3、「めったにない」
を2、「全くない」を1とする5段階で評定するこ
とが求められた。夢体験全般と痛みの体験の関連
を検討するために夢見の頻度、感覚体験別頻度、
感情体験別頻度などを5段階で評定する（感情に
関しては6段階）、26項目からなる尺度（岡田, 
2011）を、攻撃性との関連性を検討するために
Buss-Perry攻撃性質問紙を、特性不安との関連性
を検討するためにSTAIの特性尺度を同時に実施
した。
手続き：授業時間内に配布し、その場で評定を求
めた。1週間に一つの質問紙を実施したためすべ
てを終了するまでに4週間を要した。授業への出
席状況は毎回異なるため、分析対象者の数は異な
る。攻撃性質問紙に関しては179人の女性にのみ
実施した。

　夢の中での痛みはどのようなメカニズムで生起
するのだろうか。Zadra, et al.（1998）はMelzack

（1989） が 幻 肢 を 説 明 す る た め に 提 唱 し た
neuromatrix 理論が適用できる可能性を示唆す
る。この理論では、幻肢は障害を受ける前になさ
れていた身体の経験が基礎となって、脳の中で作
り出されると考える。これと同様に、夢見の間に
も、脳が痛みを含む様々な現実的な感覚を生成し、
経験するのではないかと推測するのである。しか
し、この理論は「幻肢を説明するのには都合がよ
く魅力的な説であるが、なぜ幻視に痛みを伴うの
か？（なぜ幻肢痛が発症するのか？）は十分に説
明できていない。」という指摘もある（住谷・宮内・
前田・四津・大竹・山田、2010）。この指摘は夢
の中の痛みについても当てはまろう。Knoth and 
Schredl（2011）は、夢見の連続性仮説の検証を
目指し、身体症状の尺度（SCL-90R）と夢の中で
の痛みの体験の関連性を調べたが、有意な相関を
得ることはできず、実証するには至らなかった。
　Knoth and Schredl（2011）は実際に痛みの感
覚があった場合にそれが夢に取り込まれることは
これまでのいくつかの研究から明らかではある
が、それに加えて実際には原因となる痛みがない
にもかかわらず夢の中で痛みを感じる体験や精神
的な痛みを感じる体験もあることも示唆し、これ
らは記憶によって生じた痛みであると述べてい
る。しかし、後者に関してはその実態やメカニズ
ムについての検討はほとんどなされていない。そ
こで、本研究では一般学生を対象に主として記憶
によって生じたと考えられる夢の中での痛みの体
験についてより詳細に検討する目的で質問紙の作
成を試みたので報告する。

方　　法

調査対象者：大学生、354人（男性44人、女性
310人）。年齢は18から32歳、平均19.5歳（SD1.26
歳）であった。
調査方法：事前に対象者とは別に171人の女子大
学生を対象に夢の中で痛みを感じた体験に関して
自由記述を求めた。その結果、過去に夢の中で痛
みを感じた内容に関して記述があったものが79
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なのに感じなかった体験に関する項目にそれぞれ
対応した。前者7項目のα係数は0.906に、後者
の6項目では0.881と高い値となった。「痛みを感
じる」の7項目に関しては「夢の中で痛いと感じ
ていたところが、目覚めたとき実際に痛かった」
を削除するとα係数は0.921と高くなった。修正
済み項目合計相関を求めるとこの項目と他の6項
目の総和の相関係数は.457であったが、この項目
を除いた6項目では最も低いもので.702、最も高
い項目で.830となった。したがって、この項目は
他の6項目とはやや異質であることが示唆される。
　項目ごとの平均値（表1）を見ると、どの項目

結　　果

　データの分析にはSPSS20.0を使用した。
　夢の中での痛みに関する13項目について最尤
法を用いて因子の抽出を行い、直接oblimin回転
を施した。その結果、固有値1を基準としたとこ
ろ2因子が抽出され、寄与率は58.3％となった。
因子間相関は0.08と低く有意ではなかった。得ら
れた因子負荷量と各項目の評定平均値と標準偏差
を表1に示す。2因子は事前に想定した夢の中で
痛みを感じたことがある体験と痛みを感じるはず

痛みを感

じる 

痛みを感

じない 
共通性 平均値 

標準偏

差 

夢の中で切られ痛かった .918 -.038 .838 1.89 1.14

夢の中で刺され、痛みを感じた .893 -.048 .792 1.99 1.18

夢の中でぶたれたり、ひっぱたかれ

て痛かった 

.807 -.035 .648 2.01 1.14

夢の中で撃たれ、痛みを感じたこと

がある 

.803 -.031 .642 2.05 1.20

夢の中で噛まれて痛かった .744 .021 .556 1.73 1.02

夢の中で何かに挟まり痛かった .709 .100 .524 1.86 1.07

夢の中で痛いと感じていたところ

が、目覚めたとき実際に痛かった 

.467 .012 .219 2.15 1.17

夢の中でぶたれたり、ひっぱたかれ

たりしたが痛くなかった 

.028 .823 .681 2.27 1.33

夢の中で刺されたことはあるが、痛

みは感じなかった 

-.008 .807 .650 2.40 1.35

夢の中で何かに挟まったが痛くなか

った 

.068 .770 .606 2.20 1.31

夢の中で噛まれたが痛くなかった .010 .756 .572 2.18 1.34

夢の中で切られたが痛くなかった -.028 .690 .475 2.63 1.33

夢の中で撃たれたことがあるが、痛

みは感じなかった 

-.048 .615 .377 2.61 1.39

 07.3 86.4 値有固

 5.52 8.23 ）％（率与寄

表１ 夢の中での痛み体験の頻度の因子分析の結果得られた因子負荷量と各項目の平均値と標準偏差(n=353)
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目のそれぞれの和を算出した。痛みありの平均は
13.7（SD:6.3）、痛みなしの平均は14.3（SD:6.4）、
1項目平均は約2点で「めったにない」に近い。
痛みを感じる7項目の合計得点の分布を図1に痛
みを感じない6項目の合計得点の分布を図2に示
す。いずれもすべての項目で「まったくない」の

も概ね2点程度であり、「めったにない」傾向が
読み取れる。しかし、全くないというわけでもな
い。あるはずの痛みが感じられないという項目群
のほうがやや平均値が高い傾向もみられるが、大
きな差ではない。
　痛みを感じるの7項目と痛みを感じないの6項

図 1　痛みを感じる7項目の合計得点の分布　横軸は合計得点、縦軸は全体に対する比率（％）n=353

図 ２　痛みを感じない６項目の合計得点の分布　横軸は合計得点、縦軸は全体に対する比率（％）n=353
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表2　�夢の中での体験頻度と痛みあり、痛みなしの頻度の間の相関係数

(n=301-303)夢の中の体験頻度は数値が低いほど体験頻度が高い。

 夢の中での体験に関する項目 痛みあり 痛みなし 

432.-夢ぶ飛が分自1Ｑ ** -.061 

812.-夢るち落が分自2Ｑ ** -.103 

Ｑ3 自分が何かに追いかけられる夢 -.269** -.167**

Ｑ4  怖くて目が覚めてしまうくらいの悪夢  -.258** -.001 

Ｑ5 「自分はいま夢を見ている」と夢の中で自
覚した（気づきながら）夢 

-.190** -.062 

Ｑ6　あなたはどのぐらいの頻度で夢をみますか。 -.139* -.080 

Ｑ７ あなたの体験する夢はどの程度はっきり
していますか。 

-.142* -.023 

Ｑ８ 人や物や情景が映像（視覚的イメージ）と
して見えますか。 

-.004 -.004 

540.-020.。かすまいていつが色９Ｑ

Ｑ10 音や声が聞こえますか． -.155** -.085 

931.-．かすまし話が分自11Ｑ * -.042 

Ｑ12 「皮膚感覚」（触覚的な感じ、痛い、熱い、
冷たいなど）がありますか 

-.429** .030 

Ｑ13 自分が動きますか（歩く、走る、何かするなど） .002 -.157**

793.-かすまじ感を」味「41Ｑ ** -.021 

Ｑ15 「におい」を感じますか -.419** -.042 

Ｑ16 「内臓の感覚」（空腹・満腹、のどのかわき、
　　　 尿意、内臓の痛みといった体の中の感覚）
　　　 がありますか 

-.385** -.010 

411.-さし楽はいるあさし嬉71Ｑ * -.177**

491.-感待期はいるあ望希81Ｑ ** -.189**

751.-感福幸91Ｑ ** -.206**

091.-り怒02Ｑ ** -.111 

261.-みし悲12Ｑ ** -.119*

312.-感怖恐22Ｑ ** -.127*

581.-感張緊32Ｑ ** -.214**

761.-感安不42Ｑ ** -.247**

472.-き驚52Ｑ ** -.160**

851.-）いらじは（心恥羞62Ｑ ** -.211**

* p<.05, ** p<.01 

対象者（痛みありでは7点、痛みなしでは6点）
が最も多かったが、痛みを感じるの尺度で20％
程度、痛みを感じないの尺度で12％程度であり、
頻度は低いものの夢の中で痛みを経験したこと
がない人のほうが少数である傾向が見られた。
　13項目の各々について平均値の性差をt検定に
より検討したが、有意となった項目はなかった。
　表2に夢の中での各種体験の頻度と痛みを感じ
る、痛みなしの合計得点の相関係数を示す。痛み
を感じるの頻度は夢の中での各種の体験、感覚別
頻度、感情体験の頻度の多くと有意な相関を示し

ている。特に感覚体験の中でも皮膚感覚、味覚、
嗅覚、内臓感覚との相関係数が高い傾向がみられ
る。痛みを感じないの頻度は感情体験との間で有
意な相関を示している。
　STAIの特性不安尺度の得点と痛みを感じる、痛
みを感じないのそれぞれの合計得点の間の相関を
求めた結果、痛みを感じるとは r=.119（ p<.05, 
n=280）と弱いながらも有意な相関が認められ
たが、痛みを感じないとの相関は有意ではなかっ
た。攻撃性尺度には有意となる効果は認められ
なかった。
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関を示した。これは我々が示唆した（岡田,2000、
Okada, Matsuoka, & Hatakeyama, 2005）夢の中
では経験されにくい感覚群と同じクラスターに痛
みが入ることを示唆する。そして、Symons（1993）
が夢では体験しないとした感覚モダリティを経験
する場合にはこれらすべてを経験する傾向がある
ことを示すと考えられる。夢の中で体験される感
情との関係に関してZadra, et al.（1998）は、夢
日記で報告された痛みを伴った18の夢のすべて
が否定的感情を伴ったこと、肯定的感情を伴った
ものが二つであったと報告した。今回の結果では、
痛みを伴う夢の頻度は肯定的・否定的感情とも弱
いながらも有意な相関を示したことはこの指摘を
裏付けるものになるかもしれない。夢の中での痛
みの頻度と悪夢の頻度に弱いながらも有意な相関
がみられたが、悪夢は攻撃される内容が多いこと
から、直接痛みを感じる場面が多いことや、間接
的に精神的痛みが現れている可能性が示唆される。
　関連性が予測された覚醒時の指標のうち有意な
関係性が見られたものは特性不安であった。特性
不安に関しては痛みを感じる要因の一つとなりう
るといえるが、有意とはいえ相関係数はきわめて
低いのでその解釈に関しては慎重になるべきであ
ろう。
　Nielsen, et al.（1993）はREM睡眠中に与えら
れた痛みが夢に取り込まれることを示したが、そ
の中で約80％は攻撃的内容を伴っていたと報告
している。このため、覚醒時の攻撃性と夢の中で
の痛みの体験の間には何らかの関連性があること
が推測されたが、今回の調査では、攻撃性と痛み
を感じる頻度の間で関連を見出すことはできな
かった。これは今回用いた尺度が自分自身の攻撃
性を測定するものであるが、夢で痛みを感じる場
合は攻撃を受ける側にあることが理由であると思
われる。自分自身が攻撃的であることが、夢の中
で攻撃を受ける夢の頻度を増すわけではないとい
うことであろう。攻撃性に関しては被攻撃性を測
る指標を導入して検討する必要がある。
　夢の中で感じるはずの痛みを感じない体験の頻
度は、現実にはあり得ない出来事なので夢見の連
続性仮説とは相いれない経験である。痛みを感じ
る経験に近い頻度となった今回の結果は、連続性

考　　察

　Zadra, et al.（1998）、Knoth and Schredl（2011）
らの報告と同様、一般の大学生を対象とした調査
を行った結果、夢の中で痛みが体験されることが
あることが確認できた。予備的に行った自由記述
を求める調査の結果、夢の中で過去に一度でも痛
みを体験したことのある対象者の割合はZadra, et 
al.（1998）の報告とほぼ一致する結果となり、
彼らの調査結果は文化的な枠を超えた普遍性を持
つ可能性が示唆される。
　自由記述の結果をもとに作成した質問紙の分析
の結果、今回取り上げた痛みが生じる場面の体験
頻度には大きな差はないこと（表1の平均値）、
因子分析の結果これらの体験は一つの因子にまと
まることが示された。また、一方で同じような場
面で痛みを感じるはずなのに感じない体験の頻度
は痛みを体験する経験とは独立した因子の存在を
示唆する結果が得られた。
　夢の中で痛みを感じる体験の因子に関しては、
夢の中での痛みには対応する身体的な痛みがある
場合とそれがない場合に分類可能であることが指
摘されている（Knoth & Schredl, 2011）。今回の
調査ではこれらを明確に区別することはできな
かったが、「夢の中で痛いと感じていたところが、
目覚めたとき実際に痛かった」という項目と他の
痛みを感じた体験に関する項目の関連性を検討し
た結果、痛みを感じる体験全体との相関係数は他
の項目と比較してこの項目だけがかなり低い傾向
が見出された。これは、夢の中で感じる痛みの経
験が必ずしもそれに対応する身体的な痛みに伴う
わけではない可能性を示唆するものであろう。き
めの粗い今回のような形式の調査でこの二つの要
因を切り分ける方法についてはさらに工夫の必要
があると思われる。
　夢の中で痛みを感じる頻度と他の夢の中での
感覚体験に関しては、夢で体験される皮膚感覚、
味覚、嗅覚、内臓感覚の頻度とある程度明瞭な
関連性を示した。痛みの受容器の性質を考える
と皮膚感覚、内臓感覚と関連することは予想で
きることであるが、味覚、嗅覚とも割合高い相
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な体験の頻度や夢想起頻度とはほとんど関連性を
示さなかった。しかし、緊張や不安と言った否定
的な感情の体験頻度、幸福感・希望・嬉しさと言っ
た肯定的感情の経験頻度とはある程度の関連性を
示した。夢の中で身体的な痛みを感じる頻度は感
覚的なイメージに関する側面と多くの感情体験と
関連するが、感じるはずなのに感じない体験の頻
度は夢の中の感情体験とのみ関連することから、
痛みを経験する夢ほうが夢の内容が豊富であるこ
とが示唆される。これらは、夢見体験の異なった
側面を示す可能性があるのではないだろうか。
　最後に、この問題を考えるにあたって、先天性
無痛覚症（CIP）の患者についての研究は一つの手
がかりになる可能性があることを指摘しておきた
い。レビューを行ったBorsook and Becerra（2009）
は「痛みの経験がなくても痛みに対して感情的に
反応することは可能なのか。痛みを思い出すこと
は可能なのか。痛みを学習することは可能なのか。
痛みを感じたことがない人が、共感的な痛みに対
して反応を示すことはどの様にすれば可能になる
のか。ある意味ではこれは痛みを夢見ることにつ
いてほとんど知らないことに近い。夢の中では感
覚的入力はないが、痛みの感情的な要素に対する
顕著な反応はあるように見受けられるCIPの患者
においても同じような神経回路が機能しているの
だろうか。」と述べているが、これらの問いは夢
で体験される痛みと共通する部分があり、今後の
研究を進めていくうえで示唆に富んでいると思わ
れる。
　本研究は文教大学人間科学部心理学科の影山奈
津美さんの平成23年度卒業研究として行われた
内容をもとに行われたものである。
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